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Ｎｏ．１ Ｎｏ．２ Ｎｏ．３ Ｎｏ．４ Ｎｏ．５ Ｎｏ．６
♠ Q９４３ ♠ KJ９８４ ♠ ９５ ♠ ７６２ ♠ J８ ♠ Q９６５４
♥ 10７ ♥ ― ♥ Q10９３ ♥ 10９８４ ♥ 10 ♥ Q６２
♦ ８７２ ♦ QJ10８３ ♦ J７５２ ♦ J４２ ♦ 10４３ ♦ ８５４
♣ AQ５４ ♣ AK２ ♣ 10８２ ♣ K５３ ♣ QJ９８５４３ ♣ A６

♠ AK８６５ ♠ J10７ ♠ ５２ ♠ Q10 ♠ AQ10８ ♠ KJ６３２ ♠ A５３ ♠ J８４ ♠ Q９６４ ♠ K７６２ ♠ J10８７ ♠ A３
♥ J８ N ♥ AQ９６３ ♥ Q６５３ N ♥ 10９７４２ ♥ AK７５ N ♥ ８６４２ ♥ QＪ５ N ♥ AK６ ♥ J８２ N ♥ AK６５３ ♥ ３ N ♥ KJ８７
♦ AK10６ W Ｘ E ♦ Q５３ ♦ ７４ W │ E ♦ ９６２ ♦ ９４ W ─ E ♦ AQ ♦ Q９ W ┼ E ♦ A10５３ ♦ KJ８７５ W │ E ♦ AQ ♦ Q９６ W ─ E ♦ A10３
♣ J３ S ♣ K８ ♣ J９７５４ S ♣ 10８３ ♣ Q６３ S ♣ J５ ♣ 10９８４２ S ♣ AQJ ♣ K S ♣ ７６ ♣ KQ10９８ S ♣ J７５４

♠ ２ ♠ A７６３ ♠ 7４ ♠ KQ10９ ♠ A10５ ♠ K２
♥ K５４２ ♥ AKJ８ ♥ J ♥ ７３２ ♥ Q９７４ ♥ A10９５４
♦ J９４ ♦ AK５ ♦ K10８６３ ♦ K８７６ ♦ ９６２ ♦ KJ７２
♣ 10９７６２ ♣ Q６ ♣ AK９７４ ♣ ７６ ♣ A10２ ♣ ３２

Ｎｏ．７ Ｎｏ．８ Ｎｏ．９ Ｎｏ．10 Ｎｏ．11 Ｎｏ．12
♠ A７ ♠ A３２ ♠ J９７２ ♠ AQ６３ ♠ AJ７５４ ♠ A９２
♥ J10９７ ♥ Q９８５ ♥ AKQ ♥ J10５３ ♥ 10 ♥ ９７３
♦ A10７２ ♦ 10７２ ♦ AJ４３ ♦ A５２ ♦ A10８６ ♦ ４
♣ AKQ ♣ ９７５ ♣ A８ ♣ Q９ ♣ A10９ ♣ AQ10９８６

♠ 10８４ ♠ ９３ ♠ J８４ ♠ Q７ ♠ Q５ ♠ A10８４ ♠ J８５ ♠ K９７４ ♠ K８２ ♠ Q ♠ ― ♠ KQ８４
♥ ８５２ N ♥ K６４ ♥ ２ N ♥ AK７４ ♥ ９５２ N ♥ ８７４ ♥ K７６ N ♥ ８ ♥ J９８６３２ N ♥ AK７５４ ♥ AQ10６５２ N ♥ J４
♦ Q W ┼ E ♦ KJ９８６３ ♦ AQ９８６ W X E ♦ J５４ ♦ K10５２ W ─ E ♦ ９８７ ♦ QJ10７ W ┼ E ♦ ９６４ ♦ ７５ W X E ♦ QJ９３２ ♦ AQ７ W │ E ♦ K10８６３２
♣ 10９７４３２ S ♣ ８６ ♣ QJ４２ S ♣ 10８６３ ♣ K６３２ S ♣ Q10４ ♣ K６４ S ♣ J10８５２ ♣ ８２ S ♣ Q６ ♣ K７４２ S ♣ ３

♠ KQJ６５２ ♠ K10９６５ ♠ K６３ ♠ 10２ ♠ 10９６３ ♠ J10７６５３
♥ AQ３ ♥ J10６３ ♥ J10６３ ♥ AQ９４２ ♥ Q ♥ K８
♦ ５４ ♦ K３ ♦ Q６ ♦ K８３ ♦ K４ ♦ J９５
♣ J５ ♣ AK ♣ J９７５ ♣ A７３ ♣ KJ７５４３ ♣ J５

Ｎｏ．13 Ｎｏ．14 Ｎｏ．15 Ｎｏ．16 Ｎｏ．17 Ｎｏ．１８
♠ ４ ♠ 10５２ ♠ ８ ♠ J10９５ ♠ QJ10８ ♠ AQ５
♥ ８２ ♥ ９４２ ♥ AK５ ♥ AKJ10７３ ♥ ６２ ♥ K６４
♦ AQ７６５ ♦ KQJ７ ♦ ９７５４ ♦ J９ ♦ K７６５ ♦ ８５３２
♣ Ｊ10９５３ ♣ K５４ ♣ J９８６４ ♣ ３ ♣ Q９６ ♣ Ｊ10８

♠ KJ９６ ♠ AQ８７５３ ♠ K８ ♠ AJ７４ ♠ Q10９５４２ ♠ AK７６３ ♠ Q７６ ♠ A４３２ ♠ ５４２ ♠ K７ ♠ 10８７３２ ♠ K９６
♥ AQ３ N ♥ K10６５ ♥ Q10 N ♥ A５３ ♥ J N ♥ Q10９６３ ♥ ６４２ N ♥ ９ ♥ QJ８５ N ♥ AK10９４ ♥ Ｊ８ N ♥ Q９７３
♦ KJ８ W ┼ E ♦ ― ♦ 10９８６ W Ｘ E ♦ A３２ ♦ 10８ W │ E ♦ AQ ♦ KQ W ─ E ♦ A10５４ ♦ ９３ W Ｘ E ♦ A４２ ♦ K６４ W │ E ♦ ９７
♣ ７４２ S ♣ AQ６ ５４ S ♣ AQ６ ♣ AK10３ S ♣ Q ♣ AJ８６２ S ♣ K10９５ ♣ K５４２ S ♣ A10３ ♣ ９７４ S ♣ A６３２

♠ 10２ ♣ J10３ ♠ Q９６３ ♠ J ♠ K８ ♠ Ａ９６３ ♠ Ｊ４
♥ J９７４ ♥ KJ８７６ ♥ ８７４２ ♥ Q８５ ♥ ７３ ♥ A10５２
♦ 10９４３２ ♦ ― ♦ KJ６３２ ♦ ８７６３２ ♦ QJ10８ ♦ AQJ10
♣ K８ ♣ ９８７２ ♣ ７５２ ♣ Q７４ ♣ J８７ ♣ KQ５

Ｎｏ．1９ Ｎｏ．20 Ｎｏ．21
♠ ９８ ♠ A ♠ QJ８２
♥ AQ７４３ ♥ AJ10８７６４ ♥ ４
♦ AJ９８３ ♦ J９ ♦ AK７６４
♣ ９ ♣ AQ５ ♣ K10３

♠ K７ ♠ AJ３２ ♠ K10９７６５４ ♠ ３２ ♠ ７ ♠ K５
♥ J10 N ♥ K８２ ♥ ２ N ♥ Q５３ ♥ AQJ９８５２ N ♥ K10６
♦ 10７６４ W ─ E ♦ KQ５２ ♦ KQ W ┼ E ♦ 10８７２ ♦ Q３２ W ｜ E ♦ ８５
♣ AKQ４３ S ♣ 10８ ♣ J10９ S ♣ ７６４３ ♣ ６４ S ♣ AQJ７５２

♠ Q10６５４ ♠ QJ８ ♠ A10９６４３
♥ ９６５ ♥ K９ ♥ ７３
♦ ― ♦ A６５４３ ♦ J10９
♣ J７６５２ ♣ K８２ ♣ ９８
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☆ ビッド・プレ－に関するコメント （色々と独断や間違いがあると思いますので参考程度に留めて下さい）

Ｎｏ．１ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの３♦のジャンプリビッドにＥは３♠をビッドする（３ＮＴをビッドしないことで、♣のストッパ－が完全でなく、
♠ Q９４３ P　　1♥　　 P　 　1♠ 暗に♠３枚のサポ－トを示している）。
♥ 10７ P　 1NT　　P　　 3♦ ４♠/Ｗ　　ＯＬ： ♥１０（他のス－ツはリ－ドしたくない）。　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えて♥ＫはＳにあると予想出来る
♦ ８７２ P　　3♠　　 P　 　4♠ ので、ル－ザ－は♥１♠０～１♣１～２でありメイクのチャンスは大きい。ＯＬの♥１０はシングルトンの可能
♣ AQ５４ ｅｎｄ 性（確率約１８％）もあるが、ダミ－から♥Ｌｏｗを出す。Ｓは♥Ｋで勝ち♥をリターンする。Ｄｅｃｌａｒｅｒの

♠ AK８６５ ♠ J10７ プレ－方針は？　ハンドの♥Ｊをダミ－の♥Ｑでオーパ－テイクして　① ♠は３－２の分かれ（約６３％）と
♥ J８ N ♥ AQ９６３ 考えて、♠Ｊを引いてフィネスをせずにハンドの♠Ａを取り♠Ｋを勝って♠Ｑが残ればそのままにして、♦Ｑでダミ－に渡り、♥Ａを出して
♦ AK10６ W Ｘ E ♦ Q５３ ハンドの♣を捨てれば４メイクは固い。　②　♠４－１の分かれにも対応するために、♠Ｊを引いて♠Ｑのフィネスをする。但し、フィネス
♣ J３ S ♣ K８ がＮに流れて、Ｎから　♣がリードされた時、♣のプレ－のゲスに悩まされる（このハンドは♣Ａ♣Ｑが共にＮにあるのでドチラでも良い

♠ ２ が）ことを覚悟せねばならない。このハンドは♠３－２の分れを狙った、①のプレ－を選択すると♠で２ル－ザーでて１ダウンになる。
♥ K５４２ 但し、②のプレ－が優れているとは言い難い。♠Ｑのフィネスが流れて（３－２の分れでも）、Ｎから♣が出された場合の判断を誤る
♦ J９４ 可能性が５０％ある。
♣ 10９７６２

Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 2１ｈｃｐあるＳは何でオ－プンするか？　１♦でオープンした時はそままま Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
Ｎｏ．２ 　 P　　 1♦　　P パスで終わるのが心配である。　２ＮＴでオープン（２０－２１ｈｃｐ）する 　 P　　 2♣  　 P

♠ KJ９８４ 1♠　　P　　 4♠　　P　　 のは♣に不安がある（左下）。　２♣（Ａｒｔｉｆｉｃａｌ-Ｓｔｒｏｎｇ２)オープンして２ＮＴ 2♦　　P　　2NT　　P
♥ ― 4NT　P　　 5♦　　P をリビッド（２１－２２ｈｃｐ　右）が考えられる。何れにしても♣に不安あり。 3♣    P　 　3♦ 　　P
♦ QJ10８３ 5NT　P　　 6♥　　P Ｓが２ＮＴオープンの時、Ｎはスラムはほぼ確実と考え、Ｊａｃｏｂｙ ＴＲ．の 3♥    P　　 3♠　　 P
♣ AK２   6♠（7♠）　　ｅｎｄ ３♥をビッドし、Ｓは４♠をビッドして♠が４枚を示す。以後Ｎの主導でスラム 4♣    P     4♦     P

♠ ５２ ♠ Q10 トライし、Ｓが３Ａと２Ｋあることを示したので６♠（６ＮＴ）で終わるか、７♠を 4NT　P　 　5♦　　 P
♥ Q６５３ N ♥ 10９７４２ 　 ビッドするかになる（♠Ｑの在処が不明）。 5NT  P     6♥     P
♦ ７４ W │ E ♦ ９６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ２♣→２♦→２ＮＴの時には、以後のビッドは２ＮＴオープンの時と同様に 7♠(6♠)
♣ J９７５４ S ♣ 10８３ 　 P　　2NT　　P 進行するのが普通。Ｎがここで３♣（Ｐｕｐｐｅｔ Ｓｔａｙｍａｎ）をビッドすると

♠ A７６３ 3♥    P 　　4♠　　P ややこしくなる（右）。３の代のビッドは全てＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎ（３♣ ５枚Ｍａｊｏｒの有無？；　３♦ Ｍａｊｏｒ４枚あり；
♥ AKJ８ 4NT　P　　 5♦　　P ３♥ ♥４枚なし；　３♠ ♠４枚ありを示す）。
♦ AK５ 5NT　P　　 6♥　　P ６（７）♠/Ｓ　ＯＬ：　♦７　ｏｒ　♠２　　６メイクは確実。♠Ｑ１０が抜けているので、７♠の場合は♠でルーザ－
♣ Q６   6♠（7♠）　　ｅｎｄ が出るかどうかが勝負である。Ｑが欠けている９枚カ－ドの扱いの定石に従って♠Ａ♠Ｋとタタクと目出

度く７メイクする。フィネスすれば１ダウン。

Ｎｏ．３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｍｉｎｏｒ ５－５のＳが１♦でオープンすると、Ｗはテイクアウトダブルをかける。これにＮがパスした時は
♠ ９５ 　1♦　　Ｘ Ｅは２♠のジャンプテイクアウトをする。Ｎがプリエンプ的に２♦をビッドした時に、Ｅで３♠をビッドするか
♥ Q10９３ P　　2♠　　　P　　3♠ ダブルを掛けるかはペア－の考え方による。Ｗは少なくとも♠３枚はあるので３♠をビッドするのも良い。
♦ J７５２ P　　4♠　　ｅｎｄ ダブルでＷの♥６（５）枚ｕｐス－ツの強いダブルに備えることも可能だが・・・。
♣ 10８２ ４♠/Ｅ　ＯＬ： ♣Ｋ　　次に何を出すか？　♥Ｊ（Ｎに♠Ｋがある場合にＤｅｃｌａｒｅｒがフィネスしてＮの♥リター

♠ AQ10８ ♠ KJ６３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ンをラフする可能性を狙って）。　又は♣Ａを取る（Ｎの♣が１ｏｒ２枚かも？４枚なら最悪になるが・・・）。
♥ AK７５ N ♥ ８６４２ 　1♦　　Ｘ ♥Ｊの時は♥Ａで勝ち、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠Ａ♠Ｋと集める。Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えると、♦ＫはＳにある可能性が高く
♦ ９４ W ─ E ♦ AQ 2♦ 　3♠　　　P　　4♠ ♦Ｋのフィネスは成功しそうにない。♥が３－２の分かれならハンドから♣を出し♣Ａを追い出した後、
♣ Q６３ S ♣ J５ ｅｎｄ（ Ｘ　　　P    2♥ ♣Ｑの下にハンドの♦Ｑを捨てればあと♥１ルーザ－で４メイク出来る。但し、♥が４－１の分かれの時は

♠ 7４ P　　2♠　　　P　　3♠ 問題となる。さて如何プレ－するか？♥４（Ｎ）－１に備えて♣Ｑの時にハンドから♥を捨てておき、ダミ－
♥ J P　　4♥　　ｅｎｄ） の♥Ｋを勝つ、Ｓがショウアウトすれば、♦Ａでハンドに戻り、♦ＱでＳの♦Ｋにスローインすれば、Ｓには
♦ K10８６３ Ｍｉｎｏｒスーツしかないのでハンドのル－ザ－を捨てて４メイク出来る。♥Ｋの時にＳが♥をフォロ－した
♣ AK９７４ 時は♥３巡目を出して負けに行けば、♥の４枚目でハンドの♦Ｑを捨てて４メイク出来る。ダミ－の♣Ｑの下にハンドの♥を捨てること

が大切である。　　４♥/Ｗ　♥の分れが最悪で１ダウンは仕方なし。Ｓが最初パスした時はＷの１ＮＴ経由で４♥ｏｒ4♠になる。
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Ｎｏ．４
♠ ７６２
♥ 10９８４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの１♦にＷからの１ＮＴレスポンスに、１９ｈｃｐあるＥは♠にやや不安があるが３ＮＴにレイズして決まる。
♦ J４２  P
♣ K５３ P　   1♦　　P　　1NT ＯＰ　♠７　　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えて♠１♥３は確実で３メイクにはＭｉｎｏｒて５個勝つ必要がある。

♠ A５３ ♠ J８４ P　　3NT　ｅｎｄ ♠は３巡目♠Aで勝ち(♠が４－３の分れで一安心)、♣２を引いてダミ－から♣Ｑを出す。♣Ｑが勝てた時は、
♥ QＪ５ N ♥ AK６ 直ぐ♣Ａを勝って、♣Ｊを出して♣Ｋ追い出し、♥Ｑでハンドに帰り、残りの♣を勝てば３メイクは固い。
♦ Q９ W ┼ E ♦ A10５３ ♣Ｑが勝てた時に、♥Ｑでハンドに渡って、再度♣Ｋのフィネスするとエスタブリッシュしたハンドの♣が勝てなくなる。尚、３メイクには
♣ 10９８４２ S ♣ AQJ 最初に♣Ａを勝ち、♣Ｑで負けるプレ－もある（６枚カ－ドでＫがシングルトンである確率２．５％、ダブルトンＫがＮにある確率８％）。

♠ KQ10９ ハンドへのエントリ－が♥Ｑのみなので、注意が必要。
♥ ７３２
♦ K８７６
♣ ７６

Ｎｏ．５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの３♠のジャンプレイズ（♠４枚１６ｈｃｐ ｕｐ）に対して、Ｗは直ぐ４♠をビッドするか、４♥をビッドして
♠ J８ P　　 1♥　　P　　　1♠ ♥３枚サポ－トを示し、Ｅに４♥ｏｒ４♠を選択させる方法がある。　両メジャー８枚フィットの時、５－３
♥ 10 P　　 3♠　　P　　4♥（4♠） ４－４ ドチラのスーツを選択するかは考え方によるが、４－４ スーツを選択したい。
♦ 10４３ P　　 4♠ 　ｅｎｄ ４♠/Ｗ　　ＯＬ：　♥１０　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣と♠に１ル－ザ－づつあるが、あと♠か♥の１ル－ザ－に抑え
♣ QJ９８５４３  （ P ） れば４メイク可能としてプレ－を組み立てる。　ＯＬはダミ－の♥Ａで勝ち、♠２を引く。Ｓは♠Ｌｏｗを出す

♠ Q９６４ ♠ K７６２ のが普通であるが、ＯＬの♥１０がシングルトンと見れば♠Ａを勝ち、♥７を返す。Ｎがラフして、♣を出し
♥ J８２ N ♥ AK６５３ Ｓが♣Ａで勝っても４メイクは固い。　一方、Ｓが♠Ｌｏｗを出した時は、ハンドの♠Ｑが勝つので♠４を出しＳの♠Ａに負ける（♠１０が残
♦ KJ８７５ W │ E ♦ AQ る）。Ｓが♣Ａ♣10と出してくればハンドでラフする。ＯＬから♥Ｑは捕まらないので、♦で５個勝つ以外にメイクは出来ない。しかし、
♣ K S ♣ ７６ ハンドへの確実なエントリ－は♦Ｋのみであるので♦３－３の分れに賭けるしかない。そこで♣の２巡目をハンドでラフした後、♠９を

♠ A10５ 出してＳの♠１０に負ける。Ｓからのリ－ドはダミ－で勝ち、♦Ａ♦Ｑと出してハンドの♦Ｋでオーバ－ティクして、♦Ｊを勝つと♦が落ちて
♥ Q９７４ めでたく４メイクになる（メイクの見通しが厳しい時は、少しでもメイクチャンスのあるプレ－に賭ける）。
♦ ９６２ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：　♦９　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドの♦Ａで勝つ。♠♣に１ル－ザ－づつあり、♥Ｑ10９ＸＸが欠けているので少なくとも１ル－
♣ A10２ ザ－を見込まなくてはならない。♥Ａ♥３と出すと、Ｓは♥Ｑで勝つ。ここでＳが何を出すかは難しい。１ダウンが普通と考えられるが、

♦が３－３であるので４メイクもあり得る。Ｄｅｆｅｎｓｅで♣Ａ♠Ａ♥Ｑ以外に勝てるかが問題となる。

Ｎｏ．６
♠ Q９６５４
♥ Q６２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♥のＯＣにＷがネガティブダブル（♠４枚を示す）を掛け、３♣/Ｅ ｏｒ ３♥/Ｓになりそうである。
♦ ８５４ 　 1♣　 1♥　 　Ｘ
♣ A６ P　　1NT　　P　　2♣ ３♣/Ｓ　　ＯＬ：　♥Ｑ→♥Ｋ→♥Ａ→♥３　　Ｓからは♣２のリターン？　♣が２－２なので３メイクは固い。

♠ J10８７ ♠ A３ 2♥　　3♣　　P　　ｅｎｄ （ルーザ－♠１♥１♦１♣1）。
♥ ３ N ♥ KJ８７ （3♥） ３♥/Ｓ　　ＯＬ：　♣Ｋ　　　ダミ－へのエントリ－が♣Ａのみなので、♠１♥１♦２♣１のルーザ－は避け
♦ Q９６ W ─ E ♦ A10３ られず、２ダウンもあり得る。　プレ－としては♣Ａで勝ち、♥２を出してハンドから♥１０を出すのが
♣ KQ10９８ S ♣ J７５４ 正解だが・・・・♥１０が勝つと♣３を出して負けに行く。以後Ｄｅｆｅｎｓｅでミスがない限り、２ダウンが普通。

♠ K２ 尚、３ＮＴ/Ｅは　ＯＬ：♥１０→♥３→♥Ｑ→♥Ｋ　　次にＤｅｃｌａｒｅｒは♣Ａを追い出すが♣４♦１♥２♠１しか勝てず１ダウン。
♥ A10９５４ Ｎ-ＳがＮｏｎＶｕｌなので３♥まで頑張ったペア－が多かった。
♦ KJ７２ このハンドは、ト－タルトリック１７で、１方が３メイクする時は、他方が１ダウンになる可能性が高いと推測されます。
♣ ３２
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Ｎｏ．７
♠ A７ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １８ｈｃｐの強いハンドのＮはＳの３ＮＴに対して、スラムトライするかどうかが悩ましい。ビッドから
♥ J10９７  1♠　　 P Ｓの♠が確実に６枚との保証はないので、３ＮＴをパスすることもあり得るが、Ｓに♠ＫＱと♥Ａが揃っ
♦ A10７２ 2♦　　P　　2♠　　 P ていれば♠ＫＱＸＸＸ　の５枚でも６♠の可能性があるとしてスラムトライするのが良い。
♣ AKQ 3♣　　P　 3NT    P

♠ 10８４ ♠ ９３ 4NT  P   　5♠ 　 P ６♠/Ｓ　　ＯＬ： ♣４  ＤｅｃｌａｒｅｒはＯＬが何であっても勝って、♠を集めた後、ダミ－の♣ＡＫＱを
♥ ８５２ N ♥ K６４ 6♠　　ｅｎｄ 勝ってハンドから♦を捨てた後、♥Ｊを引いて♥Ｋのフィネスをすると７メイクになる。
♦ Q W ┼ E ♦ KJ９８６３ ＯＬが♦の時は♦Ａで勝ち、♠を集めた後、♥Ｋのフィネスの前に♣ＡＫＱを勝って、ハンドの♦を
♣ 10９７４３２ S ♣ ８６ ディスカ－ドしておくことが肝要。

♠ KQJ６５２
♥ AQ３ １６テーブルのチ－ム戦で 　６♠/Ｓ　１２Ｔ；　３ＮＴ/（Ｎ）Ｓ　４Ｔであった。
♦ ５４
♣ J５

Ｎｏ．８
♠ A３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ １０ｈｃｐの３ｒｄハンドのＥでオープンするか？　パスが良いと考える（♠Ｑ７ ♦Ｊ５４があまり評価出来
♥ Q９８５  P ない）。５枚ス－ツがあれば良いが・・・
♦ 10７２ P　　 P　　　1♠　　2♦ Ｓが１♠でＯＰし、Ｗが２♦のＯＣするので、Ｎが２♠にレイズする。これに対して１０ｈｃｐのＥが３♦を
♣ ９７５ 2♠　 P(3♦) 3♠  ｅｎｄ ビッドすれば、ＮＳで♠は８枚フィトしか見えないが、Ｓは３♠まで競り上がりそうである。

♠ J８４ ♠ Q７  （P） ３♠/Ｓ　　ＯＬ： ♥２　　　Ｅは♥Ｋで勝つ。Ｅから考えてＷの♥２はシングルトン ｏｒ Ｊ１０Ｘ２からの４ｔｈ
♥ ２ N ♥ AK７４ ベスト？　Ｗが♦５枚♥４枚（Ｊ10ＸＸ）とは考えにくいので、次に♥Ａを勝ち、♥４を出す（ＮＳ共に♥４枚
♦ AQ９８６ W X E ♦ J５４ あるので損にはならない。♥の３巡目をラフしたＷが♣を出せばＤｅｃｌａｒｅｒは♦で２ル－ザ－出るのを避ける方策がなく、１ダウン。
♣ QJ４２ S ♣ 10８６３ 但し、♥をラフしたＷが急いで♦Ａを勝つと３メイクとなる。このハンドはＥが♥Ｋで勝った後、直ぐ♦を返した場合も１ダウンになる。

♠ K10９６５ ３♦/Ｗ　　ＯＬ： ♠Ａ　　続いて♠２　Ｓは♠Ｋで勝ち、♣Ｋを勝って♥３をリタ－ンする。Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♥Ａで勝つ。３メイクには
♥ J10６３ ♦でルーザ－が出ないことが条件となるがドンナときか？♦ＫがＳにあることが必須であり、ＫＸと見るかＫＸＸであるが、Ｋ１０Ｘの
♦ K３ 場合は１ルーザは避けられない。３枚と考えると♦Ｊを引くのが正解で、２枚と考えれば♦４を引きハンドから♦Ｑを出して、次に
♣ AK ♦Ａ勝って♦Ｋが出ることを狙う。いずれにしても♦の分かれ方のゲスが勝負を分ける。

Ｎｏ．９
♠ J９７２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎは１９ｈｃｐであるので１♦でＯＰし、Ｓの１♥のレスポンスに２ＮＴのリビッドをして、Ｓが３ＮＴにレイズ
♥ AKQ 1♦　　P　　1♥　　 P するのが自然なビッド。
♦ AJ４３ 2NT　P　　3NT　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｎ　　ＯＬ：　♠４→♠３→♠Ｑ→♠２　　　♠Ｑで勝ったＷは♠５をリターンするとＤｅｃｌａｒｅｒは♠７を
♣ A８ 出した時、Ｅは何を出すか？Ｗの♠はＱ５の２枚で、Ｄｅｃｌａｒｅｒは Ｊ９７２の４枚と考えられる。

♠ Q５ ♠ A10８４ Ｅが♠Ａで勝ち、♠以外のス－ツを出せば、Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドで勝ち、♥ＡＫＱを勝ってから♠Ｋでダミ－に入り、♥の４枚目を勝てる
♥ ９５２ N ♥ ８７４ ので３メイクになる（♠２♥４♦２♣１の９勝）。　Ｅが♠のリターに♠８を出してダミ－の♠Ｋに勝たせるか、♠Ａを勝って、直ぐ♠を出して
♦ K10５２ W ─ E ♦ ９８７ ♠Ｋに負ければ、Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♥の４枚目を勝つためのエントリ－がなく、１ダウンになる。
♣ K６３２ S ♣ Q10４ 尚、♠Ｑで勝ったＷが♠をリターンせずに♣か♦を出した場合は３メイクと１ダウンの可能性がある。

♠ K６３ １６テーブルでプレ－された３ＮＴは　メイク　７Ｔ、ダウン　９Ｔ　であった。　ＥのＤｅｆｅｎｓｅ感覚の問題である。
♥ J10６３
♦ Q６
♣ J９７５

-　4　-



2014-07-17       

Ｎｏ．10
♠ AQ６３ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｓの１♥に対して、Ｎは４♥は勿論、Ｓのハンドによってはスラムも期待して１♠のレスポンスが普通。
♥ J10５３ 　 P　　１♥　 　P これにＳが１ＮＴをリビッドするので、Ｎは４♥で収める。尚、Ｎは最近流行のＪａｃｏｂｙＮＴを使用して
♦ A５２ 1♠　　P　 1NT　　P ３ＮＴ（左下：♥４枚サポ－トと１３～１５ｈｃｐ）でレスポンスすることも考えられる。ビッドスペ－スを広く
♣ Q９ 4♥　　ｅｎｄ 確保するためには１♠が良いが、♥４枚サポ－トとｈｃｐを同時に伝えられるのは後者が優れている

♠ J８５ ♠ K９７４ （Ｓがスラムの有無の判断をしやすい）。
♥ K７６ N ♥ ８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♥/Ｓ　　ＯＬ：　♦Ｑ　　ルーザ－は♦１♣１あり、♥♠で各１個の可能性があるが、♥♠のどちらかで
♦ QJ10７ W ┼ E ♦ ９６４ 　 P　　１♥　 　P Ｋのフィネスが成功すれば４メイク出来る。　① ♥♠の順にフィネスをするか？　② もう１つの可能性
♣ K６４ S ♣ J10８５２ 3NT　P　　4♥　　ｅｎｄ として、♣ＫがＷにあった場合、ハンドから♣３を出すとダミ－の♣Ｑが勝てるようになり、ハンドの♣Ａで

♠ 10２ ダミ－の♦を１枚捨てることが可能となり、♦のル－ザ－が１個減る。
♥ AQ９４２ そこで①の前に②を試す。ＯＬの♦Ｑをハンドの♦Ｋで勝ち、直ぐ♣３を出し（♦のストッパ－がある間に）、Ｗの♣Ｋに負ける。Ｗは
♦ K８３ ♦Ｊを出してくるので、ダミ－の♦Ａで勝ち、♥Ｊを引いてフィネスをする余裕がないので、♥Ａで勝ち、♣Ａの下にダミ－の♦を捨てれ
♣ A７３ ば、♠Ｋのフィネスの成否にかかわらず４メイク出来る（フィネスの前にやるべきことがないか考える）。

Ｎｏ．11 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎの１♠に対してＥは２♥のＯＣをする。テイクアウトダブルを掛けることも考えられるがアンバランスハンド
♠ AJ７５４ 　P　　　P であるので♥スーツを早く示した方が良い（Ｓに２♠をビッドされてからでは難しい）。これに対するＳのビッド
♥ 10 1♠ 　2♥　2♠(3♠)　P はペア－により２♠と３♠がある。一般にサポ－トのあるＩｎｖｉｔａｔｉｏｎ以上のハンドはキュービッドの３♥をビッド
♦ A10８６ 4♠   P  　end するので、２♠３♠は何れもＮｏｎ-Ｆｏｒｃｉｎｇ（Ｌｉｍｉｔ-ｒａｉｓｅ）だが、　Ｎは３♠ｏｒ４♠にレイズすることになる。　　
♣ A10９ 　 （3♠） Ｎが４♠をビッドした場合、ＮｏｎＶｕｌのＷは４♠のメイクは固いと考えて、５♥のサクリファイスをして、Ｎが

♠ K８２ ♠ Q ダブルを掛けることもある。
♥ J９８６３２ N ♥ AK７５４ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４♠/Ｎ　　ＯＬ：　♥Ｋ　　続いて♦Ｑ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♦Ｋで勝つ。ダミ－から♠３を引きハンドから♠Ａ
♦ ７５ W X E ♦ QJ９３２ 　P　　　P を出す（３－１の分かれの時、ドチラかに♠Ｋｏｒ♠Ｑがシングトンの確率５０％）。この後、♠Ｋに負けるが
♣ ８２ S ♣ Q６ 1♠  2♥　2♠(3♠) P(3♥) ♣Ａ♣Ｋを勝つと♣Ｑが落ちるので５メイクになる（＋４５０）。

♠ 10９６３ 4♠   P　　　P　　　5♥ ５♥Ｘ/Ｅ　　ＯＬ： ♠１０（♠３）→♠２→♠Ａ→♠Ｑ　　この後、Ｎが♦Ａ♣Ａ♣１０を出せば３ダウン（ー５００）。
♥ Q Ｘ　　ｅｎｄ ♣を２個勝つ前にＥＷに入ると♠Ｋでハンドの♣を捨てることが出来て２ダウンに止まる。
♦ K４ 競り合いビッドは微妙である。Ｗでトータルトリックの法則を適用した時、♥１１＋♠９　＝２０（トータル）
♣ KJ７５４３ ♠で４メイク（１０）の場合、♥でも４メイク（１０）になり、５♥は１ダウンの計算になる。ただし、Ｗのｈｃｐがやや少ないので、１トリック位

割り引いて考える必要がある。
２２ＴのＩＭＰ戦でのコントラクト　５♠　１Ｔ；　４♠　１０Ｔ；　５♥Ｘ　６Ｔ：　５♥　３Ｔ：　４♥　１Ｔ；　　３♠　１Ｔ　　であった。

Ｎｏ．12
♠ A９２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ ９７３ 1♥ Ｗの１♥にＮで２♣のＯＣが掛かるので、Ｅは♠４枚と８ｈｃｐ ｕｐを示すネガティブダブルを掛ける。　Ｓが
♦ ４ 2♣　 Ｘ　　　P　　 3♥ パスし、Ｗは何をリビッドするか？　２♥ ｏｒ ３♥？　Ｅが４枚あるとする♠がボイドで、ＮがＯＣしたス－ツに
♣ AQ10９８６ P　　4♥　　ｅｎｄ ♣Ｋがあるのははマイナス要因であるので、２♥でも良いが３♥（１６ｈｃｐ ｕｐ）もあり得る。　Ｅは２♥には

♠ ― ♠ KQ８４ パスで３♥には４♥レイズになりそうである。
♥ AQ10６５２ N ♥ J４ ２－４♥/Ｗ　　ＯＬ：　♦４→♦２→♦９→♦Ａ　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えて♦４のＯＬを何と見るか？♦Ｊ５４からリード
♦ AQ７ W │ E ♦ K10８６３２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ したとは考え難いので、シングルトンの可能性が高い。そこでＳからの♣リタ－ンが危惧されるが♥Ａ♥と
♣ K７４２ S ♣ ３ 1♥ 出して、♥Ｋに負ける。Ｓが♦をリターンした場合はＷの♦ＱをＮでラフするが、後♣Ａに負けるだけで

♠ J10７６５３ 2♣　 Ｘ　　　P　　 2♥ ４メイクする。Ｓから♣Ｊをリターンすれば♣で３個のル－ザ－がでて３メイクになる。
♥ K８ P　　P　　ｅｎｄ ＯＬが♣Ａの時は４メイクは固く、Ｎで♦をラフ出来ないと５メイクの可能性もあり。
♦ J９５ （3♥　　 P　　 4♥）
♣ J５
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Ｎｏ．13 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ 従来のスタンダｰドでは、Ｅの１♠ＯＰに対する、♠が４枚サポ－トで１４ｈｃｐＮ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♠ ４ P　　 1♠　　P　　 2♦ のＷのレスポンスは難しい。４♠は勿論、Ｅのハンドによっては６♠も考えらP　　 1♠　　P　　 3NT
♥ ８２ P　　 2♥　　P　　 4♠ れるハンドである。取敢えず、２♦をピッとしてＥのハンドを探るのが良い。P　　4♣　　 P　　　4♥
♦ AQ７６５ ｅｎｄ Ｅのリビッドも２♥（左上）と３♠（左下）に分かれそうである。２♥にはＷが P　　4NT　　P　 　5♥
♣ Ｊ10９５３ 　（ P　　4NT　 P　　 5♥ ４♠にジャンプするので、余裕のあるＥがスラムトライするかどうかの P　　6♠　　　ｅｎｄ

♠ KJ９６ ♠ AQ８７５３ P　　6♠　　ｅｎｄ  ） 判断をする。一方、Ｅの３♠にはＷからスラムトライする場合は、♣に不安
♥ AQ３ N ♥ K10６５ があるのでＫｅｙ-Ｃａｒｄが１枚でも欠けている場合の判断が難しい。
♦ KJ８ W ┼ E ♦ ― Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ なお、最近採用されているＭａｉｏｒ４枚サポ-ト１３～１５ｈｃｐのハンドでは３ＮＴ（右）をビッド
♣ ７４２ S ♣ AQ６ P　　 1♠　　P　　 2♦ するＣｏｎｖｅｎｔｉｏｎを使用すると、Ｅがスラムトライして容易に６♠/Ｅに到達する。

♠ 10２ P　　 3♠　　P　 　4♠ ６♠/Ｅ　　ＯＬ： ♥４　　♥で４個勝てるので♠を集めた後、♥４枚目でダミ-の♣を捨てて、６メイクは固い。
♥ J９７４ ｅｎｄ （　4NT ＯＬ： ♠２　　ウイナ－は♠６♥３♣１の１０個は確実であるが、あと２個必要　増える可能性は
♦ 10９４３２ P     5♠    P　　P(6♠) ① ♥が３－３の分かれで４枚目が勝てて、♣の３枚目をダミ－でラフする　② ♥の４枚目をダミ－でラフ
♣ K８ ｅｎｄ ） し、♣Ｋのフィネスが成功する。　③ Ｓの♥が４枚の時、♥の４枚目でＳに負けて（Ｗから♣を捨てる）、

Ｓから♣を出させる。これを①③②の順に試せるようにプレ－を組み立てる。　そのために♠をダミ－で終わる様に集めて♥をエント
リ－に♦を３回ラフして、♥Ｋを勝った時、♥がＳに残れば③、♥Ｎに残れば②のプレ－試みる。このハンドは③のプレ－で６メイク
出来る。

Ｎｏ．14
♠ 10５２
♥ ９４２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの２ＮＴリビッドにＷは３ＮＴにレイズする。
♦ KQJ７ 　1♣　　 P　　 1♦ ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：　♥７　　ダミ－の♥１０を出すとこれが勝てた。　Ｄｅｃｌａｒｅｒで考えてウイナ－は♠２♥２♦1
♣ K５４ P　　2NT　　P　　3NT ♣1の６個は確実で、♣で１個は増えるが、３メイクにはあと２個必要でかなり厳しい。♦が２－２の分かれ

♠ K８ ♠ AJ７４ ｅｎｄ であれば１回負けて、残りが勝てるようになるのでメイク出来る可能性が高い。３－１の分かれでも♠Ｋが
♥ Q10 N ♥ A５３  残っている間に、２回♦を負ければ♦で４個勝てる可能性があるので、第２トリックでは♦１０を引き、Ｎの
♦ 10９８６ W Ｘ E ♦ A３２ ♦Ｊのカバ－をそのまま流す、Ｓはショウアウトする！　♦では１個しか勝てなくなった。♠Ｋでダミ－に入り♣Ｋのフィネスをするも

５４ S ♣ AQ６ １ダウンが相場である。
♣ J10３ ♠ Q９６３ しかし、実際のゲ－ムでは　３ＮＴメイクと１～２ダウが半々であり、Ｄｅｆｅｎｓｅは間違い易いことを示している。

♥ KJ８７６ ♦の時に、Ｓで何を捨てるかが難しい？？？
♦ ―
♣ ９８７２

Ｎｏ．15 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗのハンドで最初パスするか、１♠でＯＰするかは意見が分れる。Ｗの１♠にはＥは４枚サポ－トと
♠ ８ 　P　　1♠ １６（１５）ｈｃｐ以上を示すＪａｃｏｂｙ２ＮＴでレスポンスする。Ｗは３♥（ボイド、シングルトンを示す）を
♥ AK５ P　　2NT   P  　3♥ ビッとし、Ｅは４♦をビッドし少し余裕のあるハンド（♦にＡ（Ｋ？）あり）を示すので、Ｗは６♠を狙うべく、
♦ ９７５４ P　　4♦　　 P　　4NT ４ＮＴでキ－カ－ドを尋ねる。キ－カ－ド３枚あるので６♠をビッド。
♣ J９８６４ P    5♦　　 P　　6♠ 一方、Ｗが最初パスした時は、Ｅが１♠でＯＰするが、Ｗはこのハンドを示すビッドに困る。４♠は確実

♠ Q10９５４２ ♠ AK７６３ ｅｎｄ だが、Ｅがスラムの可能性を探る助けになることを期待して、４♥（Ｓｐｒｉｎｔｅｒ Ｃｏｎｖ．）をビッドする。
♥ J N ♥ Q10９６３ Ｅはセカンドス－ツがマッチしないので、スラムをアキラメて４♠に収める。
♦ 10８ W │ E ♦ AQ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ６♠/Ｗ　　ＯＬ：　♥Ｋ　　６メイクは固い。
♣ AK10３ S ♣ Q 　P　　　P ４０Ｔのチーム戦　　６♠をビッとしたのは　１７/４０Ｔ、他は４～５♠　２３/４０Ｔ

♠ J P　　1♠　　 P　 　4♥ スラムをビッドした比率は実力上中下のグル－プで殆ど差が無かった。尚、Ｅが６♠のＤｅｃｌａｒｅｒに
♥ ８７４２ P  　4♠  　　ｅｎｄ なっているのが３テ－ブルあった（どんなビッド経過で到達したか想像できない）。
♦ KJ６３２ Ｄｅｃｌａｒｅｒは　Ｗが２５Ｔ　　Ｅが１５Ｔであり　６割強がＷでＯＰしていたと推定される。
♣ ７５２ この様な特異なハンドでスラムをビッド出来るかは、それまでの試合経過や精神状態にも大きく影響されるので「運」の様なも

のであるのでこだわらないことである。
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Ｎｏ．16
♠ J10９５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ このハンドはＷ Ｎ Ｅの誰がＯＰするか？　Ｗが１♣でＯＰした時は Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ AKJ10７３ 1♣ Ｎが１♥のＯＣを掛けるので、♣と♥の競り合いになる。  P
♦ J９ 1♥　  Ｘ　　2♥　　 P Ｎが１♥でＯＰした時はＥはパスし、Ｓが２♥にレイズしてそのまま決まり P　　1♦　　　P　　 2♣
♣ ３ P　　　Ｘ　　 P　　3♣ そうである（左下）。　一方、Ｗ Ｎ共にパスした時は、Ｅが１♦でＯＰし、 2♥　3♣　　　P　　4♣

♠ Q７６ ♠ A４３２ 　P（3♥） 4♣　　P　　　P Ｗが２♣のレスポンスをするので、Ｎは２♥のＯＣを掛ける。Ｅは３♣に P　　P(5♣)　　ｅｎｄ
♥ ６４２ N ♥ ９ ｅｎｄ レイズして、Ｗは４♣のＩｎｖｉｔａｔｉｏｎをする。Ｅはパスするか５♣をビッド
♦ KQ W ─ E ♦ A10５４ するか悩ましい。
♣ AJ８６２ S ♣ K10９５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ４－５♣/Ｗ　　ＯＬ： ♥Ｋ　次に♠Ｊ　　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♠Ａで勝ち、♣Ａ♣Ｋを勝って、♦でハンドに戻り、♥を

♠ K８  P 出して、ダミ－でラフする。再度♦Ｑでハンドに戻り、♥を出してダミ－でラフする。幸運にも♦Ａ♦１０が
♥ Q８５ 1♥　　P　　 2♥　　P 勝てるので、ハンドの２枚♠ルーザ－が捨てることが出来て５メイクになる（ルーザ－は♥Ｋ♣Ｑ）。
♦ ８７６３２ ｅｎｄ ２♥/Ｎ　　ＯＬ： ♣１０ ？　Ｄｅｃｌａｒｅｒは♣の２巡目をハンドでラフし、♥を３巡集め、ハンドから♠５を出し
♣ Q７４ ♠Ｋのスチールを狙う。これが成功して♠で２個勝てるので２メイクする。

Ｎｏ．17
♠ QJ10８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗの２♥レスポンスに、Ｅが４♥にレイズしたい（３♥には惜しい；１ＮＴ-Ｆｏｒｃｉｎｇで１ＮＴ経由の２♥と直接
♥ ６２ P　　 1♥　　P　　2♥ の２♥レイズを区分している場合は分り易い）。
♦ K７６５ P　 　4♥　　ｅｎｄ ４♥/Ｅ　　ＯＬ：　♦Ｑ　　　ウイナ－は♥５♦１♣２と♦をダミ－でラフで９個あるが、あと１個どうするか？
♣ Q９６ （ルーザ－は♦１♣1♠１～２）

♠ ５４２ ♠ K７ １個増やせる可能性として　①　♠ＡがＮにあること（５０％）に期待する。　　②　♣が３－３の分れ（約３１％）で４枚目を勝つ
♥ QJ８５ N ♥ AK10９４ この２つを試すプレ－を組み立てる。それには♣の分れが判明するまでに、Ｎに負けて♠を攻撃されることを避けたい。
♦ ９３ W Ｘ E ♦ A４２ そこでＳからのリ－ドを継続させるために、ＯＬの♦Ｑに勝たせる。２巡目の♦をハンドで勝ち、♥をダミ－で終わる様に集め、♣２を
♣ K５４２ S ♣ A10３ 出しハンドから♣１０を出す！Ｓの♣Ｊ（Ｑ）に負けて♦１０が出されればダミ－でラフする。♣４を引いて♣Ａ♣Ｋと勝った時、♣が３－３

♠ Ａ９６３ なら♣の４枚目が勝てるようになる。４－２の分れなら♠を引いて♠ＡがＮにあることに賭けることが出来る。
♥ ７３ このハンドは♣が３－３の分れで４メイク出来る。
♦ QJ10８ ＯＬの♦Ｑにダックすることと、♣の１巡目でＳに負けることがポイントである。
♣ J８７

Ｎｏ．１８
♠ AQ５ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ビッドは簡単に３ＮＴ/Ｓになる。
♥ K６４  　P　　1NT　 P
♦ ８５３２ 3NT　　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｓ　　ＯＬ：　♠３　　Ｅは♠Kで勝ち、♠９を返す、Ｄｅｃｌａｒｅｒはダミ－の♠Ｑで勝つ。
♣ Ｊ10８ ウイナ－は♣Ａに負ければ♠２♥２♦３～４♣２あるので、♠にストッパ－がある間に♦３♣２個勝てる

♠ 10８７３２ ♠ K９６ 体制を作ることが出来るかである。♦Ｋ♣Ａ共にＷに在れば３メイクは難しいが、Ｅ-Ｗに分かれていればメイクチャンスは大きい。
♥ Ｊ８ N ♥ Q９７３ そこでダミ－から♦２を引きハンドから♦Ｑを出す。Ｗがこれを♦Ｋで勝って♠Ａを飛ばしても、♠を勝つエントリーがないので♦Ｑを
♦ K６４ W │ E ♦ ９７ 勝たせる！Ｄｅｃｌａｒｅｒはハンドから♣を出して♣Ａを追い出し、Ｅの♠のリターンをダミ－の♠Ａを勝ち、♦を引いてハンドから♦Ｊを
♣ ９７４ S ♣ A６３２ 出す。Ｗが♦Ｋで勝ち残りの♠２個を勝つので、１ダウンになる。　Ｗの♦ＫをダックするＤｅｃｅｐｔｉｖｅ プレ－が見事に成功する。

♠ Ｊ４ （Ｄｅｃｌａｒｅｒが判断良く、♦を負にくれば同じだが、フィネスが成功していると見えるス－ツをワザワザ負けには行けない）。
♥ A10５２ Ｗが最初に、♦Ｋを出した場合は、♣ＡがＥにあるので簡単に３メイクになる。ＷのＤｅｆｅｎｓｅ感覚の問題である。
♦ AQJ10
♣ KQ５
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Ｎｏ．1９
♠ ９８ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗは１♣でＯＰし、その後のピッドは難しく、ペア－により差が出易い。その場の雰囲気にも左右され易い。
♥ AQ７４３ 　P　　 1♣　　 ＮはＵｎｕｓｕａｌ ２ＮＴ（ｌｏｗｅｒ ２ ｓｕｉｔｅｒ）のＯＣか（左上）、或いは１♥のＯＣ（左下）をする。これに対してＥは
♦ AJ９８３ 2NT  Ｘ　　　3♥　　P １３ｈｃｐの強いハンドなのでダブルをかける。直ぐに、２ＮＴのＩｎｖｉｔａｔｉｏｎも考えられるが、Ｗに♠４枚ある
♣ ９  P　　P(3NT）ｅｎｄ ことも考慮して、♠４枚を示すネガティブダブル的ダブルが良いと考える。　この後、Ｓの２（３）♥に対して

♠ K７ ♠ AJ３２ Ｅがパスするか、２（３）ＮＴをビッドするかのドチラを選択するか？？？
♥ J10 N ♥ K８２ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ ３♥/Ｓ　　ＯＬ： ♣１０　　Ｅからの♣Ｑのリタ－ンをＤｅｃｌａｒｅｒはハンドでラフ、♦３を出してダミ－でラフ、
♦ 10７６４ W ─ E ♦ KQ５２ 　P　　 1♣　　 ♥６を引いてハンドの♥Ａで勝ち♦を出して、ダミ－でラフし、♠を引いて負ける。♠２♣１♥２のルーザー
♣ AKQ４３ S ♣ 10８ 1♥　  Ｘ　　 P  　 2♣ があり１ダウンになる。

♠ Q10６５４ 2♦　　P　　2♥　ｅｎｄ ３ＮＴ/Ｅ　　ＯＬ：　♥９　　ＮはＳの♥が２枚か３枚かは不明だが♥Ａで勝ち、♥Ｑを出す。Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥Ｋ
♥ ９６５      (2NT  P　　3NT） をダックするが、♥８が出るので、Ｎは安心して♥を続ける。Ｄｅｃｌａｒｅｒが♥Ｋで勝ち、♣１０を出してフィネ
♦ ―               （P） スして♣で４個勝っても、♦Ａに負けざるを得ないので１ダウンになる。　プレ－によっては２ダウンになる
♣ J７６５２ こともある。

Ｎｏ．20
♠ A Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｗのハンドは７枚♠であるが６トリックしか保証できず、Ｖｕｌでは３♠の Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ
♥ AJ10８７６４  P プリエンプティブＯＰにはやや弱い（？）。　♠の枚数の約束（普通は６枚） 2♠
♦ J９ 1♥　　P　　2♦　 　P とは違うこと承知で２♠（ｗｅａｋ）のＯＰをする人があるかも知れない（右）。Ｘ　　　P　　3♦　 　P
♣ AQ５ 3♥　　P　　4♥　　 P Ｗが最初パスすると、Ｎの３♥ジャンプリビッドに、Ｓが４♥にレイズした 3♥　　 P　 4♥　　ｅｎｄ

♠ K10９７６５４ ♠ ３２ ｅｎｄ 時に、Ｎでスラムを狙うには少し♥が弱いかも知れないが・・・？？
♥ ２ N ♥ Q５３ 　（ 4NT　P　　5♥　　 P ６♥/Ｎ　　ＯＬ：　♠３→♠Ｑ→♠Ｋ→♠Ａ　　♥で１ルーザ－出ても、ダミ－の♠Ｊでハンドの♦９を捨てて
♦ KQ W ┼ E ♦ 10８７２ 6♥  　ｅｎｄ　） ６メイクする。　しかし、Ｗが♠Ｋを出さないとどうか（Ｎの♠はＡ１枚かＡ２であるので）。♥が２－２の分か
♣ J10９ S ♣ ７６４３ れなら６メイクは固いが、３－１で♥でルーザ-が出ると１ダウンになる。　♥でル－ザ－が出ることに

♠ QJ８ 備えて、ＯＬの♠にはダミ-から♠８をだす！ハンドの♠Ａで勝って、♥Ａ、♥Ｋと出すと♥Ｑが残る。
♥ K９ メイクの可能性は、唯一、ダミ－から♠Ｑを引いて♠Ｋのラフイング・フィネスを試みることである。
♦ A６５４３ これが成功するので６メイクになる。　ＯＬ： ♣３　　上記と同様♠Ｋのラフイングフィネスを狙って６メイク。
♣ K８２ ＯＬ： ♦２ 　　ダミ－の♦Ａで勝ち、♥の２－２の別れを狙い、これがダメな時は、上記と同様♠Ｋのラフイングフィネスを狙う。

１８テーブルのペア－戦　　６♥/Ｎ　　８Ｔ　メイク７Ｔ、１Ｄ　１Ｔ：　５♥/Ｎ　１Ｔ：　４♥　１０Ｔ
スラムに到達したペア－の方がやや少なかった。Ｗに２♠（３♠）でＯＰされるとスラムビッドは難しい。

Ｎｏ．21 Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｎ　 　Ｅ　 　Ｓ 　　Ｗ Ｅの２♣のＯＣの後、Ｗは３♥のジャンプビッドが良いと考える
♠ QJ８２ 1♦　 2♣　　P　　　3♥ 1♦　 2♣　　P　　　2♥ （良い♥６枚以上と１０ｐｔ近いハンド）。２♥ではＮＳとの
♥ ４ Ｘ　　4♥　　ｅｎｄ Ｘ　　3♥　　3♠　　 4♥ 競り合いになり、４～５の代まで上がる。
♦ AK７６４ （4♠　　5♥） P　　　P　　（4♠）　ｅｎｄ ５の代にはペナルティダブルを掛けることになりそうである。
♣ K10３

♠ ７ ♠ K５ ４♥/Ｗ　　ＯＬ：♦Ｋ　この時Ｓから♦９が出るのでＳの♦に♦Ｑがあるのか２枚なのか判断できない。Ｓには♠Ａ位しか期待出来
♥ AQJ９８５２ N ♥ K10６ ないので♠Ｑを出す。Ｓはこれを♠Ａで取り♦Ｊを返す。この後、Ｄｅｃｌａｒｅｒは♥を集め、♣をフィネスして４メイクする。Ｄｅｆｅｎｓｅ側
♦ Q３２ W ｜ E ♦ ８５ は最初に続けて♦と♠を３勝しないと５～６メイクされる。
♣ ６４ S ♣ AQJ７５２ なお、４♠/ＳはＯＬ：♥Ａ　　次にカン良く♣６を出し、Ｅが♣を２個取り♣の３巡目を出した時、ＤｅｃｌａｒｅｒがウッカリＬｏｗラフして

♠ A10９６４３ Ｗが♠７でオ－バ－ラフ出来れば１ダウンとなる。
♥ ７３ しかし、注意深いＤｅｃｌａｒｅｒは♣を♠９でラフし、♦Ａでダミ-に渡り♠をフィネスして刈り上げた後、♦Ｑをフィネスするので４メイク
♦ J10９ できる（Ｋの欠けている１０枚カ－ドはフィネスが定石：　Ｋシングルトンが下手にある確率１３％、ＫがＮにある確率50％）。
♣ ９８ ビッド・プレ-共に差の出易いハンドである。

以上
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